
　今までの贅沢品の主なターゲット層
は55歳以上の富裕層。女性は宝飾品
で、男性は腕時計と明確で、マーケティ
ングもそれほど必要なかった。
　10年ほど前からジュエリー業界では
新規開拓、次世代の富裕層の獲得を
掲げている。しかしながらコンピュー
ターの導入が進んだ「第三次産業革
命」による便利さの革命によって仕事
の効率化は図れたものの、不景気の波
に飲み込まれた。商売に対して目の前
の努力のみで、乗り切ってきた感が否
めない。

　これまでの世の中の中心世代は、
1960年代～70年代生まれより上の世
代。この世代は何とかコンピューター
を駆使して来た世代である。
　しかし、これからの社会の中心を担う
とされるミレニアル世代は、インター
ネットが当たり前の時代に育った、デジ
タルネイティブ世代だ。ミレニアル世代
の消費行動やライフスタイル、価値観な
どは、これまでの世代とは異なるとさ
れ、あらゆる分野で調査や研究が行わ

れるほど。2017年に米国で行われたミ
レニアル世代の調査では、10人に9人
が、社会課題の解決に取り組んでいる
ブランドから商品を購入することを望
み、6割以上が社会的責任を重視する
企業で働けるのであれば、報酬がカット
されても構わないと考えている、などと
前世代とは大きく違う価値観を持つ。

　ビジネスに必要なのは「マーケティン
グ力」だと言われている。年齢、性格、
趣味、家族構成、職業などから商品作
りへと落とし込む作業が当たり前で、そ
こには必ず「社会背景」が重要枠として
加えられている。大量生産を背景に、最
重要視されてきた“今のトレンド”だけ
が重要ではなく、トレンドの本質である
時代の背景を学び研究し、検証するこ
とが必要である。加えて顧客の心理や
消費動向を意識した、細かい商品作り
が出来ないと、勝ち抜けないのである。

　これらの情報をわかりやすく得られ
るのが、スワロフスキー社ジェムストー
ン ズ 部 門 が 提 供 し て い る
「GEM VISIONS」だ。他のトレンドセ
ミナーなどでは、トレンドカラーやカテ
ゴリなど“流行の最先端”をいくファッ
ションに特化したものが多く、ジュエ
リー専門のトレンドというものが存在し
ていなかった。そのため、学んだ最先端
ファッショントレンドをジュエリーやア
クセサリーなどへ落とし込むのも難し
かったのである。

　しかし世界
的ブランドのス
ワロフスキー社
ジェムストーン
ズ部門が抱え

るトレンドチームは、長年にわ
たりジュエリーに特化した最
新の社会的背景及びトレンド
セミナ ー を 、「 G E M  
VISIONS」を通して世界的
な有名ブランドに提供し続け
ている。

　「GEM VISIONS」では既
に4年前に、ミレニアル世代
に注目すべきだと忠告した上
で、マーケットに対し想像以
上に影響力の強いSNS系の
ツールを学ぶことを推奨して
いた。更に、オーダーメイドや
カスタムメイドが主流になる
と予測するなど、時代の先読
みについて高い評価を得て
いる。

　国内で「GEM VISIONS」
のセミナーを行っているのが、
スワロフスキー社のグループ
会社、SIGNITY JAPANであ
る。
　担当のスワロフスキージェ
ムストーンズチーフアドバイ
ザーの菊池和香子氏は「10
年以上トレンドを追いつづけていて分
かることは、必ずそのトレンドが市場を
席巻するということ。そしてトレンドを惜
しみなく学んでいる企業の多くが、勝ち
抜いている」と明かした。その一方で、ト
レンドセミナーを受けても、まだまだ積
極的にトレンドを取り入れている企業
が少ないと嘆いており、モノが売れな
い時代だからこそ、時代にあったトレン
ドを学び、今ある壁を突破する力に変
えていって欲しいと切望している。

　毎年バージョンアップする
「GEM VISIONS」の2018年
度版は、“マーケティング”要素
が加わり、売り上げを上げる
為の企画に役立つ内容となっ
ている。これから起こりうる社
会背景を時代の流れから研
究し、検証されたものを最新
のトレンドとして解説。世界的
トレンドをはじめ、マーケットト
レンド、社会トレンドなど、普段
聞くことのできない市場情報
などを具体的に得られる。ま
た、顧客の買い方の変化や購
買心理なども捉えることが可
能となる。そして、社会背景と
マーケティングが深く関わり
合っていることを理解した上で
のプロダクトアウトの重要性を
学べ、確実にビジネスとしての
着眼点が広がることは間違い
ないだろう。

　先日、セミナーに参加した
某有名宝飾メーカーのデザイ
ナーや企画担当者たちからは
「理解しやすい」「日常の業務
では知ることのできない情報

が得られた」「直近の社会トレンドを知
ることができた」「製品化へのアドバイ
スにもなる」「新しいカットやカラーがな
ぜ必要かを知ることができた」などと、
今にも“売れる商品がつくれる！！”とい
う気持ちのこもった声が聞けた。

　宝飾業界からは「インバウンド」や
「パールジュエリー」「ブライダル」「リ
フォーム」のことばかりしか話題にならな
い。各世代の特徴を知り、勝ち抜くため
の商品造りを再考しては如何だろうか？
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これからの市場を席巻する「ミレニアル世代」を知ることが
モノ作りには欠かせない重要な要素に
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そ
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理
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。

　

日
本
経
済
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近
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い
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一つ
が
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世
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つ
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２
％
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、世
界
ナ
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バ
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あ
っ
た

が
、今
や
そ
れ
は
昔
話
と
な
っ
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し
ま
っ
た
。ウ
ォ
ル
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が
、日
本
市
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に
参
入
し
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は
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な
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は
な
い
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10
年
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。

　

米
国
本
土
で
は
、ア
マ
ゾ
ン
、中
国
で
は
通
販
最
大
手
の
ア
リ
バ
バ
が
勢

力
を
拡
大
し
て
き
て
お
り
、巨
人
・
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
牙
城
を
脅
か
し
て
き

て
い
る
。今
や
、か
っ
て
の
ト
ッ
プ
企
業
が
、後
発
企
業
に
、そ
の
地
位
を
侵

さ
れ
て
い
る
時
代
な
の
だ
。
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い
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ト
ヨ
タ
が
、今
の
地
位
か
ら
脱
落
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な
る
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性
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あ
る
の
だ
。

　

ま
さ
に
、現
代
は
不
安
定
な
時
代
な
の
だ
。そ
う
い
う
時
代
の
中
で
宝

飾
産
業
も
、そ
の
あ
る
べ
き
姿
も
変
わ
っ
て
く
る
。今
ま
で
は
、所
有
す
る

こ
と
に
よ
る
満
足
感
充
足
の
時
代
か
ら
、レ
ン
タ
ル
で
使
用
す
る
こ
と
の

満
足
感
の
時
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に
移
行
す
る
か
も
し
れ
な
い
。最
近
流
行
の
、カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
は
、ま
さ
に
車
を
所
有
す
る
こ
と
よ
り
も
、車
を
使
う
こ
と
に
重

き
を
置
い
た
価
値
観
が
優
先
す
る
時
代
感
覚
な
の
だ
。恐
ら
く
、現
代

の
若
者
の
価
値
観
に
合
致
し
た
も
の
だ
ろ
う
。つ
ま
り
、自
動
車
製
造
販

売
産
業
が
、自
動
車
レ
ン
タ
ル
産
業
に
変
質
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

軽
ク
ラ
ス
の
車
に
乗
る
よ
り
も
、ベ
ン
ツ
や
ポ
ル
シ
ェ
を
借
り
て
乗
る

ほ
う
が
、車
の
楽
し
さ
を
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。つ
ま
り
、車

を
購
入
す
る
よ
り
も
、手
軽
に
自
分
の
気
に
入
っ
た
も
の
を
借
り
て
、

楽
し
む
時
代
に
な
る
の
は
必
然
だ
。

　

恐
ら
く
、宝
石
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
、早
晩
、高
額
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、レ

ン
タ
ル
優
先
の
時
代
に
入
る
で
あ
ろ
う
。勿
論
、宝
石
貴
金
属
全
て
で
は

な
い
が
、少
な
く
と
も
高
額
品
に
つ
い
て
は
、そ
う
な
る
可
能
性
は
高

い
。つ
ま
り
、所
有
と
レ
ン
タ
ル
に
二
分
さ
れ
、ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
連
商
品

は
、個
人
所
有
の
商
品
群
。そ
れ
に
加
え
て
、低
価
格
帯
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
こ
れ
に
入
る
だ
ろ
う
。

　

他
方
、日
常
性
の
な
い
高
額
ジ
ュ
エ
リ
ー
や
、め
っ
た
に
し
か
着
用
し

な
い
宝
石
・
貴
金
属
は
、レ
ン
タ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
部
類
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
、日
本
の
産
業
構
造
が
、急
速
に
変
化
を
遂
げ
て
い
る
が
、恐
ら

く
、二
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
契
機
に
、こ
の
大
変
革
が
い

や
お
う
な
し
に
進
行
す
る
も
の
と
思
う
。今
や
、待
っ
た
な
し
の
大
変
革

を
し
な
い
事
に
は
、宝
飾
業
界
の
明
日
は
な
い
の
だ
。そ
の
点
を
心
し
て

あ
た
っ
て
欲
し
い
。
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